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はじめに 

 このたびは、本講座「わかりやすく知的な文章のつくり方 100」をご受講いただき、

ありがとうございます。ここでは本文に先立ち、本講座のねらい、本テキストの内容

について、ご案内させていただきます。 

 この講座は２部構成になっています。 

 前半部の「文章のつくり方」編では、読み手が理解しやすい日本語文章を書くため

の、“効果的な文章テクニック”と“基本・応用ノウハウ”をご紹介します。 

 続いて、後半部の「小論文の書き方」編では、小論文の基本的な書き方とともに、

意思をしっかりと表現、伝達できる構成法や題材のふくらませ方などについて、もれ

なく懇切丁寧に解説、アドバイスしていきます。 

 このように綿密に組み立てられたプログラムは、以下のとおり受講生の方々に、め

ざましい学習効果をお約束するものです。 

 第一に、日本語を自由自在に使いこなし、どんな種類の文章でも最適に表現するこ

とのできる、ハイセンスな文章力が身につきます。 

 第二に、こうして培われた日本語表現力をベースにすれば、さらにハイレベルの「小

論文」作成力を獲得することが可能になります。 

 小論文はあらゆる文章の中で、とりわけ体系性、論理性を強く要求される文章形式

です。ひとことでいえば、もっとも歯ごたえのある手ごわいタイプの文章ですが、こ

れについても、もはや恐れることはありません。 

 なぜなら本講座では、小論文の構想から完成までの全プロセス、ステップを、系統

立て、ムリなく一歩一歩学習を進めていくことができるように、工夫がなされている

からです。 

 そうしたわけですので、どうかこの講座に積極的に取り組んでほしいと思います。

大きな成果を得られるよう、心から祈ってやみません。
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 さあ、それではテキスト学習に入ります。途中で投げ出したりしないために、計画を立

ててから取り組みましょう。自分自身のペースに合わせて無理のない計画を立てましょう。

１日２項目を学習するのが平均的なスケジュールです。 

 □は、診断で間違ったところやこれは特に重要だ、覚えておきたいという項目のところ

をチェックするのに使いましょう。 

章 内    容 Ｐ 予定日 終了日 

１ 
 
 
 
 
 

日本語と文章力 
□  1 書き言葉と話し言葉の違い 
□  2 文章とは何か 
□  3 文章力の大切さを知る 
□  4 文体の標準モデルの設定 

□  5 文章力を最大に発揮するコツ 

10 
10 
11 
12 
13 
14 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

２ 
 
 
 
 
 

文法の急所 
□  6 正しい文章形式は文法を守ることから 
□  7 主語・述語・補語の関係 
□  8“品詞”の速習法 
□  9 文章形式の発展型・応用型 
□ 10「かかり受けの法則」を守ろう 

15 
15 
16 
17 
18 
19 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

３ 
 
 
 
 
 

書く態勢づくり 
□ 11 動機づけは“３つの問い”から 
□ 12「内生型文章」と「外生型文章」 
□ 13 実用的文章３つのスタイル 
□ 14 ツリー構造を組み立てる 
□ 15 作文のロジスティクス作戦 

20 
20 
21 
22 
23 
24 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

４ 
 
 
 
 
 

論旨構成法 
□ 16 ヨコ型の論旨構成の大切さを知る 
□ 17「論」「論旨」の本質のつかみ方 
□ 18 論旨を支える根幹は「意味」「意味作用」 
□ 19 意味への感受性をシャープにしよう 
□ 20「だから文」（順接法）と「しかし文」（逆接文） 

25 
25 
26 
27 
28 
29 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

5 
 
 
 
 
 

ベスト表現・文章術Ⅰ 
□ 21 理想の文章力を構成する７大ファクター 
□ 22 客観性を欠いた文章は自分勝手な印象を与える 
□ 23 文章の客観性を高める５つのポイント 
□ 24 文章に具体性を与える知恵 

□ 25 具体例、エピソードを必ずはさみこもう 

30 
30 
31 
32 
33 
34 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
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章 内    容 Ｐ 予定日 終了日 

11 
 
 
 
 
 

論文・小論文とは何か 
□ 51 論が中心になる文章 
□ 52 論文の公的客観的性格 
□ 53 論文にはある程度の分量が必要 
□ 54 論文はツリー構造で構成される 

□ 55 有用性の高い小論文に習熟しよう 

62 
62 
63 
64 
65 
66 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

12 
 
 
 
 
 

小論文の目的・種類・構造 
□ 56 論文・小論文の目的と種類 
□ 57 論文をとり巻く体制と仕組み 
□ 58 内容面からのタイプ分類 
□ 59 ツリー構造を組み立てる 

□ 60 ツリーの組み立て－３層構造のすすめ 

67 
67 
68 
69 
70 
71 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

13 
 
 
 
 
 

“論”の上手な形成法 
□ 61“論”を構成するファクター 
□ 62「論題」＝「テーマ」の重要性 
□ 63「論点」の構造を正しく理解しよう 
□ 64「形式」と「内容」のバランスが大切 

□ 65 ３層構造の発展・応用型 

72 
72 
73 
74 
75 
76 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

14 
 
 
 
 
 

内容の構想から文章化まで 
□ 66 意欲的な態度で取り組もう 
□ 67 情報収集の大切さを知る 
□ 68 センスのよい情報収集術 
□ 69 小論文のプランニングに不可欠な４条件 

□ 70「小論文作成システム」のフローチャート 

77 
77 
78 
79 
80 
81 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

15 
 
 
 
 
 

小論文の実践文章術Ⅰ 
□ 71「前置き」を置く 
□ 72 改めて文章表現のむずかしさを直視しよう 
□ 73 固定観念を吹き飛ばすユニークな「文章本質把握術」 
□ 74 頭に思い浮かんだ文章を大切に 

□ 75 文章を書きとめ有効活用する法 

82 
82 
83 
84 
85 
86 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
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章 内    容 Ｐ 予定日 終了日 

６ 
 
 
 
 
 

ベスト表現・文章術Ⅱ 
□ 26「おもしろさ（興味深さ）」でアピールする 
□ 27「論理性」は文章をグレードアップさせる 
□ 28 文章論理のアウトライン 
□ 29 文章の「正確性」は周囲から信頼される絶対条件 
□ 30「誤字・脱字」の防ぎ方 

35 
35 
36 
37 
38 
39 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

７ 
 
 
 
 
 

ベスト表現・文章術Ⅲ 
□ 31「簡潔性」が要請される４つの事情 
□ 32 まず簡潔性のイメージを正確につかもう 
□ 33 簡潔な文章力を獲得する最強のプランニング 
□ 34 長すぎる文章を短文にする方法 
□ 35 徹底的に贅肉をそぎ落とせ 

40 
40 
41 
42 
43 
44 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

８ 
 
 
 
 
 

ベスト表現・文章術Ⅳ 
□ 36 わかりやすい文章を書くコツ 
□ 37 漢字・ひらがな・カタカナのバランスをとる 
□ 38 主語と述語を接近させる法 
□ 39 イメージを際立たせる「比喩法」 
□ 40 わかりやすく書くためのそのほかの要点 

45 
45 
46 
47 
48 
49 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

９ 
 
 
 
 
 

多面的に役立つ万能テクニック 
□ 41「１文１意のルール」 
□ 42「５Ｗ１Ｈ法」の基本と応用をマスターする 
□ 43「箇条書き」を徹底マスターしよう 
□ 44「内容強調法」の技術 
□ 45「キーワード法」を積極活用しよう 

50 
50 
51 
52 
53 
54 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

10 
 
 
 
 
 

高度な表現力・文章力を獲得する法 
□ 46「言い換え力」の高め方 

□ 47「異○x 同義」のスキルをマスターせよ 

□ 48 語句の“順序”を替えていい換える 
□ 49「用語」活用２つのポイント 
□ 50 日本語特有の婉曲的ないい回しに通じる 

55 
55 
56 
57 
58 
59 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 □ 添削課題    
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章 内    容 Ｐ 予定日 終了日 

11 
 
 
 
 
 

論文・小論文とは何か 
□ 51 論が中心になる文章 
□ 52 論文の公的客観的性格 
□ 53 論文にはある程度の分量が必要 
□ 54 論文はツリー構造で構成される 

□ 55 有用性の高い小論文に習熟しよう 

62 
62 
63 
64 
65 
66 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

12 
 
 
 
 
 

小論文の目的・種類・構造 
□ 56 論文・小論文の目的と種類 
□ 57 論文をとり巻く体制と仕組み 
□ 58 内容面からのタイプ分類 
□ 59 ツリー構造を組み立てる 

□ 60 ツリーの組み立て－３層構造のすすめ 

67 
67 
68 
69 
70 
71 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

13 
 
 
 
 
 

“論”の上手な形成法 
□ 61“論”を構成するファクター 
□ 62「論題」＝「テーマ」の重要性 
□ 63「論点」の構造を正しく理解しよう 
□ 64「形式」と「内容」のバランスが大切 

□ 65 ３層構造の発展・応用型 

72 
72 
73 
74 
75 
76 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

14 
 
 
 
 
 

内容の構想から文章化まで 
□ 66 意欲的な態度で取り組もう 
□ 67 情報収集の大切さを知る 
□ 68 センスのよい情報収集術 
□ 69 小論文のプランニングに不可欠な４条件 

□ 70「小論文作成システム」のフローチャート 

77 
77 
78 
79 
80 
81 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

15 
 
 
 
 
 

小論文の実践文章術Ⅰ 
□ 71「前置き」を置く 
□ 72 改めて文章表現のむずかしさを直視しよう 
□ 73 固定観念を吹き飛ばすユニークな「文章本質把握術」 
□ 74 頭に思い浮かんだ文章を大切に 

□ 75 文章を書きとめ有効活用する法 

82 
82 
83 
84 
85 
86 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
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章 内    容 Ｐ 予定日 終了日 

６ 
 
 
 
 
 

ベスト表現・文章術Ⅱ 
□ 26「おもしろさ（興味深さ）」でアピールする 
□ 27「論理性」は文章をグレードアップさせる 
□ 28 文章論理のアウトライン 
□ 29 文章の「正確性」は周囲から信頼される絶対条件 
□ 30「誤字・脱字」の防ぎ方 

35 
35 
36 
37 
38 
39 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

７ 
 
 
 
 
 

ベスト表現・文章術Ⅲ 
□ 31「簡潔性」が要請される４つの事情 
□ 32 まず簡潔性のイメージを正確につかもう 
□ 33 簡潔な文章力を獲得する最強のプランニング 
□ 34 長すぎる文章を短文にする方法 
□ 35 徹底的に贅肉をそぎ落とせ 

40 
40 
41 
42 
43 
44 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

８ 
 
 
 
 
 

ベスト表現・文章術Ⅳ 
□ 36 わかりやすい文章を書くコツ 
□ 37 漢字・ひらがな・カタカナのバランスをとる 
□ 38 主語と述語を接近させる法 
□ 39 イメージを際立たせる「比喩法」 
□ 40 わかりやすく書くためのそのほかの要点 

45 
45 
46 
47 
48 
49 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

９ 
 
 
 
 
 

多面的に役立つ万能テクニック 
□ 41「１文１意のルール」 
□ 42「５Ｗ１Ｈ法」の基本と応用をマスターする 
□ 43「箇条書き」を徹底マスターしよう 
□ 44「内容強調法」の技術 
□ 45「キーワード法」を積極活用しよう 

50 
50 
51 
52 
53 
54 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

10 
 
 
 
 
 

高度な表現力・文章力を獲得する法 
□ 46「言い換え力」の高め方 

□ 47「異○x 同義」のスキルをマスターせよ 

□ 48 語句の“順序”を替えていい換える 
□ 49「用語」活用２つのポイント 
□ 50 日本語特有の婉曲的ないい回しに通じる 

55 
55 
56 
57 
58 
59 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 □ 添削課題    
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章 内    容 Ｐ 予定日 終了日 

16 
 
 
 
 
 

小論文の実践文章術Ⅱ 
□ 76 文章をつなげる技術 
□ 77 文章をふくらませる技術 
□ 78 文章を書き出すためのチェックポイント 
□ 79 内容のウェイトづけ 
□ 80 書き直しをおそれない 

87 
87 
88 
89 
90 
91 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

17 
 
 
 
 
 

“論”の出し方、述べ方 
□ 81 自分の立ち位置を定める 
□ 82“論”のスムーズな入り方 
□ 83 最適な「論順」を決める法 
□ 84 鋭い順序感覚を身につける 
□ 85“論”に合った表現の仕方 

92 
92 
93 
94 
95 
96 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

18 
 
 
 
 
 

説得力を高める方法 
□ 86「想定問答法」 
□ 87“論”には必ず理由をつけ、根拠を示す 
□ 88 説得力を左右する８つの要因 
□ 89 大変役立つトレーニング・シート法 
□ 90 トレーニング・シートの活用法 

97 
97 
98 
99 
100 
101 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

19 
 
 
 
 
 

読ませる工夫と書くマナー 
□ 91 テーマ、タイトルのつけかたにはひと工夫を 
□ 92 こんなところにも気をくばる 
□ 93 読ませるための応用ノウハウ 
□ 94 守るべきルール 
□ 95 本当に役立つ情報整理術をつくろう 

102 
102 
103 
104 
105 
106 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

20 
 
 
 
 
 

小論文のレベルアップ法 
□ 96 分析のソフトウェア 
□ 97 仮説を立て検証する 
□ 98 小論文の創造性を高める 
□ 99 小論文をレベルアップさせる多面的条件 
□100 最強の論文力はこうして生まれる 

107 
107 
108 
109 
110 
111 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

 □ 添削課題    
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日本語と文章力 

 一口に文章といっても、ジャンルの違いによっ

て、求められる文体がずいぶん異なってきます。 

 ためしに、職場でよしとされるビジネス直結型

の文章を、小説の文章、詩歌の文章などと比べて

みましょう。あるいは親しい友人への、気がねの

ない便りの中で用いる文章と、比較してみてくだ

さい。相互に、文体、文の調子が驚くほど違って

いることが、よくわかります。 

 これは、違って当然なのです。なぜなら、ジャ

ンルごとに文章がめざすもの、または書き手が表

現したいと考える目的が異なるからです。 

 そこで本項では、私たちが最も適切と考える文

体の標準モデルを定めることにしましょう。 

 結論からいえば、最大公約数として多くの職場

で、またビジネスシーンで広く活用できる実用的、

実務的文体を標準モデルとして設定するのが最も

適切と思われます。 

 一般論としては、小説や詩歌の世界では、名文、

美文が高く評価される傾向があります。美辞麗句

を散りばめ、感情や情趣を細やかに表現すること

が必要なケースだって、あるでしょう。 

 しかし、文章作成においても実用性を重視する

立場からすれば、美文調の文章、修飾過剰の文章

はあまり好ましくありません。いや、はっきり有

害無益といってもよいでしょう。 

 文章に内容が伴わないときなど、つい修飾語で 

着飾って、見栄えをよくしようとしてしまいます 

が、それは文章の質をさらに落としてしまうだけ 

のものなのです。 

 論文形式の文章の場合、なおさらそういえます。

受講者の方々に求められているのは、決して文学

的名文を書くことではありません。何よりも簡潔

で論旨明快、仕事に役立つビジネス文体を習得し、

フル活用するよう努めてください。価値基準をど

こにおくかで、名文、悪文の境い目も変わってく

るということを覚えておきましょう。 

 仕事やビジネスに力点をおくならば、その観点

に最もかなった文章、文体こそ、すばらしいビジ

ネス名文といえるでしょう。 

文体の標準モデルの設定 

仕事に役立つ実用的文体を身につけよう 

簡潔で論旨明快なビジネス名文のススメ 
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美文調の文体� 修飾過剰の文体� 実用的な文体�

仕事で役立つ�小説や詩歌などの文芸文章向き�

弊社の利益は露となりて、�
憐れにも世を背いてゆく…。�

仕事には不向き�

文体の標準モデルの例�
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

日本語と文章力 

 文章さえ書ければ、その延長線上でどんなこと

でも表現できることがわかりました。ビジネス文

書、論文、レポートからプライベートな手紙、メ

ールのメッセージまで、さらには、必要ならどん

なに分厚い報告書や企画提案書も作成可能です。 

 ただし、それには「いかようにも自由自在に文

章が書けるならば」という条件がつきます。その

ための必要にして十分な表現力、書く力を、端的

に「文章力」と呼ぶことにしましょう。 

 実は、本講座が最も中核的なコンセプトとして

位置づけているのも、この「文章力」です。文章

力が身につけば、もう“鬼に金棒”なのです。そ

うした理由から、この講座では、皆さんが真の文

章力を獲得されることを最重点の目的として掲げ、

アドバイスしていきます。文章力の養成、レベル

アップをはかりながら、それをバックボーンとし

て、テキスト後半で実践的効果的な小論文の作成

法につなげていこうというわけです。 

 

 ところで、「文章力」には、文章を書くことに

直結する文章力「直接文章力」と、より間接的で

すが文章力を大きく左右する周辺的背景的な「間

接文章力」とがあります。 

 前者の「直接文章力」に含まれるのは、文法や

用語法に通じている、語いが豊富、書式を正しく

守っている、自分の考えや出来事を文章にできる、

情報やデータをもとに文章を組み立てられる、上

手な表現テクニックを使いこなせる、といったセ

ンスやスキルの部分です。 

 これに対して後者の「間接文章力」には、論理

力、分析力、判断力や本人のものの見方、問題意

識、目的意識、視野の広さ、オリジナリティ、イ

マジネーションなどが深く関わってきます。 

 本コースでは、この二つのクラスについて区別

はせず、それぞれが文章力に不可欠な構成因子と

してみていくことにします。 

文章力の大切さを知る 

文章さえ書ければすべてを表現できる 

文章力には「直接文章力」、「間接文章力」の二つがある 
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直接文章力� 間接文章力�

文法・用語法�

文章化�

表現テクニック�

語い・語彙�

書式�

論理力�

判断力�

問題意識�

分析力�

ものの見方�

オリジナリティ�

他�

２つの文章力が必要となる。�

直接文章力と間接文章力�
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 100 

文法の急所 

 文法術の最後は、大変使い道が広く、効果も大

きなノウハウをご紹介して締めくくることにしま

しょう。これは、筆者が「かかり受けの法則」と

名づけているものです。 

 「文章中のどの言葉も、必ずあとの言葉のどれ

かにかかっていく（つながっていく）。また、ど

の言葉も必ず前の言葉のどれかを受けている（引

き継いでいる）。―これが「かかり受けの法

則」です。 

 例題をあげてご説明します。 

 

 

 

 この文章中のどの言葉も、別の特定の言葉と結

びついて、“かかり受け”の関係をつくります。 

 いいかえれば、前の言葉とあとの言葉との間に

―離れていてもよいのですが、必ず対応関係、

相呼応する関係がなければならないということで

す。なお厳密には、一語で独立した感動詞だけは

この法則に合致しません。 

 ここで「かかっていく関係」を“→”印で、

「受ける関係」を“←”印で示すことにすると、

次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 もしこの「かかり受けの法則」に反する文章が

あれば、それは文法的にみて間違っているし、論

理的にも意味的にもおかしいと断定してさしつか

えないでしょう。 

 逆にいえば、この法則を使って、自分の書いた

文章が文法的に正しいかどうかチェックできるし、

悪文を直すこともできるようになります。 

 さらにいえば、この法則をしっかり身につける

ことによって、文章を書きながら同時に、かかり

受けがきちっと守られているかどうかすぐ気づく

こともできるわけです。 

「かかり受けの法則」を守ろう 

文章中のどの言葉もあとの言葉のどれかにかかっていく 

文章中のどの言葉も前の言葉のどれかを受けている 
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正しい関係�

間違った関係�

かかる�

受ける�

言葉� 言葉�

かかる対象�( )がいない�

受ける対象�( )がいない�

「お疲れ様です」�

「どうせ一人さ」�

「かかり受けの法則」�

 「そのとき」→
←「舞い落ちていった」、「桜

の」→
←「花びら」、「薄紅色の」→

←「花び
ら」、「花びら」→

←「舞い落ちていった」、
「はらはらと」→

←「舞い落ちていった」、「青
く」→

←「澄んだ」、「澄んだ」→
←「湖面」、

「湖面」→
←「舞い落ちていった」。 

 「そのとき桜の薄紅色の花びらが、はらはらと
青く澄んだ湖面に舞い落ちていった」 
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 100 

文法の急所 

 日本語の文法では、これまでみてきた基本的な

文章形式を、さらにいろいろ変化、発展させてい

くことができます。その中で特に重要と思われる

ものをあげると、以下の四点になります。 

 第一に、二つ以上の文を接続詞などでつなぎ、

より大きな一つの文にするという文章術がありま

す。これを「重文」といいます（それに対して一

つだけの文は「単文」と呼ばれます）。 

 「巨人は阪神に勝ち、中日はヤクルトに勝ち、

横浜は広島に勝った」は、三つの小さな文がつな

がった重文です。重文には多くのこと、複雑な内

容を詳細に表現できるという利点があります。 

 しかし、その半面、文章が長文になりやすく、

くどくどと続くわかりにくい文章になるという欠

点も指摘できます。したがって、仕事に役立つ実

用的文章を重視する本講座では、重文という形式

をあまり積極的にはおすすめしません。 

 第二に、「Ａ社は技術力が高い」という文章は、

単純な主語プラス述語という形式になっていませ

ん。下図に示すとおり、「主語」プラス「述部」

で成り立つ文章です。このように、主語・述語の

構成部分に、更に主語・述語の関係がみられるも

のを「複文」といいます。 

 第三に、“入れ子文”というのがあります。た

とえば、「わが技術部門は、経理部が当部門の原

価管理が甘いと批判してきたことについて、詳細

なデータをつけて反論した」という文章です。全

体の文章の中に、もう一つ傍線部分の文章がスッ

ポリ入っています。よく使われる形式です。 

 第四に、主語、述語、補語として用いられる言

葉や品詞も、必要に応じて拡張できます。 

 “営業所”という名詞、言葉を例にとれば、こ

れを「東京杉並の閑静な住宅街の一角にある営業

所」とか、「昨年まで30年連続、同地区でトップ

シェアを占めている営業所」のように、いかよう

にもふくらませていくことができます。 

文章形式の発展型・応用型 

文章形式にはいろいろなバリエーションがあることを学ぶ 

言葉や品詞も拡張活用できる 
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社は技術力が高い。�

わが社は新興勢力だが、 社は業界の重鎮だ。�

わが技術部門は、�
経理部が当部門の原価管理が甘いと批判してきた�
ことについて、詳細なデータをあげて反論した。�

重文�

入れ子文�

複文�

主語� 主語�述語� 述語�

主語� 述部�

（主語）� （述語）�

「入れ子」状に�
なっている。�

文章形式の発展型と応用型�
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

論旨構成法 

 引き続き、今度は、接続詞の「だから」「しか

し」などを使う「順接論理」「順接文」、および

「逆接論理」「逆接文」を例にとってみます。 

 

 

 

 

 「だから」に続く文章は、順接論理を表現した

順接文です。素直でクセのない印象を受けます。

“順接”という接続のしかたが、そんな性格の意

味、論旨を生むのです。 

 

 

 

 

 

 

 こちらは「しかし」という接続詞を使い、逆接

論理を展開する逆接文です。読み比べれば、順接

文とずいぶん違うことがはっきりおわかりいただ

けるでしょう。なお、「順接文」「逆接文」とい

う言葉はかなりとっつきにくいので、以下わかり

やすく「だから文」「しかし文」と表現すること

にします。 

 私たちは、作文でも会話の中でも、「だから

文」「しかし文」を気にもとめずに使っています。

しかし、両者の意味作用の微妙な違いにも敏感に

なれば、文章力、日本語の表現力も格段に豊にな

り、センスアップしていくはずです。 

 たとえば「だから論理」「だから文」と比べる

と、「しかし論理」「しかし文」は、鋭角的で強

い印象を与えます。ですから、意味、論旨の方向

をガラッと変えるのにも、文章にアクセントをつ

け、パンチをきかせるのにも大変有効です。その

反面「しかし文」は「だから文」の素直な運び方

と違ってキツいネガティブな印象を与えることが

あります。特に、「しかし」を多用しすぎると、

論旨の方向が何度も引っくり返って内容を理解し

にくくなるので、避けるのが無難です。 

「だから文」（順接法）と「しかし文」（逆接文） 

「だから…」は素直、「しかし…」は印象が強い 

「しかし」を多用しすぎると文意をつかみにくくなる 
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〈例文①〉 
 ライバルの三社共に、ここにきてルートセール
スの強化へ方向転換をはかっている。だから、当
社も彼らと同一歩調をとるようにしたい。 

〈例文②〉 
 ライバル三社共に、ここにきてルートセールス
のテコ入れに乗り出している。しかし、それは目
先だけのことを考えた対症療法にすぎないから、
当社は従来の路線をいささかも変える必要なしと
確信する。 

「しかし文」は鋭く強い印象を与える�

素直に受け取る�

しかし文�

だから文� だから� だから�

しかし�

しかし�

強い印象を受ける�

文章の流れ�
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

論旨構成法 

 意味、意味作用についての考察を通して、また

一つ、よい文章とはどういうものかということが、

はっきりわかってくるようになります。それは、

「意味を含まない文章、または、より少ない意味

しか持ち合わせない文章より、より多くの意味を

包含する文章のほうがよい文章である」というこ

とです。 

 いいかえれば、文章のコンテンツのかなりの部

分は、「意味」によって生み出され、豊かになる

のです。 

 このことから、文章力を高めるために必要不可

欠な貴重な指針が一つ得られます。つまり、文章

を書く際には、表面的な字面や形式にうるさくこ

だわるよりも、意味内容、意味作用に敏感になり、

注意を払うことのほうがはるかに大切だという指

針です。 

 では、意味作用への感受性をシャープにするに

は、どんなことを心がければよいのでしょうか。 

 「てにをは」と総称される助詞を例にとりまし

ょう。日本語に特有の最小単位の言葉です。その

ためつい見くびりがちですが、まさに「山椒は小

粒でピリリと辛い」で、実は意外に無視できない

意味作用を担っているのです。 

 次の４つの言葉を読み比べてください―。 

 

 

 ○イは、電車が増発されるという事実を単に表現

しています。これに対し○ロは、電車が（これか

ら）増発される方向へ向かっているというニュア

ンスです。さらに○ハは、電車の増発を求めるとい

うニュアンス、そして○ニには、電車増発も選択肢

の一つというニュアンスが感じとれます。 

 小さな助詞を一つつけるかつけないか、また、

どの助詞を選んで使うかによっても、これぐらい

意味が動き、変わっていくのです。そんなところ

にまで敏感にならなければ、意味内容、意味作用

への感受性は育っていかないでしょう。些細なこ

とのようにも思えますが、一度自分の書いた文章

を読み直してみてください。「てにをは」の誤作

用が、意外とたくさん見つかるはずです。 

意味への感受性をシャープにしよう 

意味に鈍感ではよい文章は書けない 

“てにをは”もちゃんと意味を担っている 
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○イ電車増発      ○ロ電車増発へ 
○ハ電車増発を     ○ニ電車増発も 

一語変わるだけで意味は変化する�

電 車 増 発 。 �

一語が変わっただけで、�
すべての意味が異なる！�

電 車 増 発 へ ～ �

電 車 増 発 を ～ �

電 車 増 発 も ～ �
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

ベスト表現・文章術Ⅱ 

 ベスト表現・文章術のパートⅡのトップバッタ

ーは「おもしろさ」（興味深さ）です。今は、世

の中全体が“エンターテインメント”志向ですか

ら、文章のテーマや書くことの内容にも、おもし

ろさを盛りこむことが大切なことは、すぐわかり

ます。たとえば文章の受け手、読み手からすれば、

おもしろくない文章よりおもしろい文章のほうが、

断然魅力的だし、楽しく読めるに違いありません。 

 ただし、ここでいう“おもしろさ”には、ちょ

っと注釈を加える必要があります。娯楽小説なら、

文章、ストーリーも含め、単純におもしろければ

よいのですが、実用的実務的文章においては、必

ずしもそうとはいえないからです。 

 そこで「おもしろさ」という言葉の代わりに、

「興味深さ」という言葉を使うことにしたいと思

います。それなら、たとえば「品質管理基準の改

定要綱」、「商法改正の概略とその影響」といっ

たお堅いテーマで文を書く場合でも、エンタメ的

なおもしろさは無理としても、興味深い内容のも

のにすることは十分できるはずです。 

 興味深い文章を書くための方法もいくつかあげ

ておきます。 

 第１に、作文テーマに関することで、できるだ

け興味深い事例を使うこと。時事問題をテーマと

するのも有効です。 

 第２に、読み手を想定し、その関心を惹けそう

な話題をあげること。読み手の担当分野に絡めた

話などを扱いましょう。 

 第３に、一般に人が興味をもつのは、「よいニ

ュースと悪いニュース」だといわれます。よいニ

ュースは前向きの明るい話題。悪いニュースは、

問題、トラブル、困ったことなどです。そんなこ

とも考慮に入れ、内容を魅力的にするように努め

ましょう。 

 第４に、書くべきことがらが何項目もあるとき、

あえてその中の一つか二つに力点をおき、クロー

ズアップさせるのもよい方法です。 

 第５に、文章をダラダラ続けるのではなく、図

表を混じえると、グッと興味が増します。ときに

はイラストを入れてみるのもおもしろいでしょう。 

「おもしろさ（興味深さ）」でアピールする 

興味深く読ませる工夫をしよう 

読み手の関心を惹き、“魅せる”コツを会得する 
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興味深さで「魅せる文章」をつくる�

エンターテイメント的なおもしろさ�

興味深い事例�

読み手の関心を惹く話題�

良いニュースと悪いニュース�

一つか二つをクローズアップ�

図表やイラストの活用�

ビジネス文章には不適切�

ほう。�
興味深い報告�
じゃないか…�

魅せる文章�
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

ベスト表現・文章術Ⅰ 

 文章に具体性をもたせる方法として、もう一つ

大変有効なものをご紹介しましょう。それは“具

体例”、“具体的なエピソード”です。 

 具体例、具体的エピソードを書けば、自然にそ

の中に、数字やデータ、さまざまな固有名詞、視

覚的イメージ、聴覚情報などが散りばめられてい

く可能性があり、文章の質を向上させます。どん

なテーマであれ、文章を書こうと思ったら、そこ

に必ず具体例、具体的エピソードを挿入するよう

心がけます。 

 たとえば、次の文を考えてみましょう。 

 

 

 

 いわんとすることは大変よくわかるのですが、

具体性に乏しいのが難点です。次に改善例。 

 

 

 

 

 

 

 

 いかがでしょうか。このように具体例を一つ

はさんだだけで、ずいぶん文章の内容が具体的

になったことがわかりますね。 

 この具体例活用法について、もう少しアドバイ

スを加えておきます。 

 第１に、文章テーマが決まったら、同時並行的

に、そこで使えそうな具体例やエピソードを探索、

想起し、メモしておくこと。記憶の底に眠ってい

るものも忘れずに。 

 第２に、具体例、エピソードは一つより二つ、

二つより三つあるほうが当然ながら、内容が充実

します。そのためにも、日頃から問題意識をもっ

て事例探し、テーマや文章との関連づけに努めて

ほしいものです。 

具体例、エピソードを必ずはさみこもう 

１つの具体例が文を見違えるほど豊かにする 

日頃から問題意識をもって事例探しを 
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 「いったん遠のいた客足がようやく戻ってき
た。具体例をあげれば、対前年比でＡ店への来
客数はプラス 84％の 6,700 人、Ｂ店はプラス
87％の 5,300 人。リピート率も、それぞれ 12％

 「いったん遠のいた客足がようやく戻ってき
た。そこで、これから意欲的に販売攻勢をかけ
ていく」 

から 41％、８％から 37％へとめざましくアップ
した。ついてはこれを大きなチャンスと受けと
め…」 

具体例やエピソードの必要性�

テーマや文章にピッタリ�
マッチした事例探しが大切�

具体例�
エピソード�

観念語�

抽象語�

曖昧言葉�

不明瞭な文�
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

ベスト表現・文章術Ⅳ 

 さて、理想の表現力、文章力を可能にする７大

ファクターの最後にとりあげるのは、「わかりや

すさ」です。 

 順番は最後になりましたが、たとえば、自分の

書いた文章を他人に読んでもらい、理解してもら

うには、この「わかりやすさ」がもっとも大切で

す。なぜなら、どんなにすばらしい内容の文章も、

相手にわからなければ意味がないからです。 

 そこで、ここから、わかりやすい文章を書くた

めに必要不可欠な実践的なノウハウを、ひととお

りご紹介していくことにしましょう。 

 まずはじめに心がけ、実行していただきたいの

は、むずかしい言葉づかいを極力避けることです。 

 そのためにどうすればよいか。 

 第１は、必要以上に難解な漢字を、 

 

 

 

という方法です。 

 たとえば、“蓋
けだ

し”、“就中
なかんずく

”、“生憎
あいにく

”、

“驀地
まっしぐら

に”、“憂鬱
ゆううつ

”などのむずかしい言葉は、

素直にひらがなにすればよいでしょう。 

 第２に、副詞の“途端
とたん

に”、“既
すで

に”、

“早速
さっそく

”、“何故
な ぜ

”、“又
また

”、“全
まった

く”、接続

詞の“…為
ため

に”、“従
したが

って”、“所
ところ

が”のよう

な漢字表記もできるだけ避け、やはりひらがなに

したほうが、文章に入りやすく、わかりやすくな

ります。 

 第３に、より平易ないい回しに変えることも大

切です。たとえば、“齟齬
そ ご

”は、ものごとがうま

くかみ合わない状態を表わす言葉ですが、こんな

大げさな言葉の代わりに、簡単に“食い違い”と

いい換えればすむ話です。同様に、“就中
なかんずく

”は

“とりわけ”といい換えます。 

 別掲図では、上記のルールによって例題を書き

改めています。表現したいこと、伝えたいことの

意味内容はそのままで、はるかにわかりやすくな

ることが、ご納得いただけるでしょう。 

わかりやすい文章を書くコツ 

むずかしい言葉づかいを避ける 

難解な漢字や副詞もひらがなで表記する 
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①ひらがなにする 
②もっと平易なほかの言葉にいい換える 

わかりやすくするための修正箇所�

■下線部分を平易に書き改める�

　当営業所内では、日頃の意思疎通を�
疎かにしてきたことから、様々な悪影�
響が生じ、就中、業務の円滑な遂行に�
齟齬を来たす事態にさえ立ち至ってい�
ます。ついては、早速、所内に対策チ�
ームを設け、問題の払拭の為に、驀地�
に立ち向かう所存です。�

■改善後の文章�

　当営業所内では、日頃の意思疎通を
おろそかにしてきたことから、さまざ
まな悪影響が生じ、とりわけ、業務の
円滑な遂行に食い違いが生まれる事態
にさえなっています。ついては、さっ
そく、所内に対策チームを設け、問題
解決のために、まっしぐらに立ち向か
うつもりです。�
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

ベスト表現・文章術Ⅲ 

 さらに例題をあげ、簡潔な文章にする要領をつ

かみましょう。 

 

 

 

 

 

 一見して、「…の…の…の」という書き方、傍

線部分など、冗漫な表現が多いことがわかります。

このような部分を削除対象として、次のように切

りつめるとずいぶん簡潔になります。 

 

 

 

 続いての例題――。 

 

 

 

 

 

 典型的な修飾語過剰の文章です。簡潔に行動の

内容だけを示すのであれば、修飾語は必要ありま

せん。試しに極限までそぎ落とすと、こうなりま

す。 

 

 

 ここまで削ぎ落とすかどうかはともかく、余計

な形容詞、副詞、飾り言葉をきり捨てると、文章

はとても簡潔になるということがよくわかります。 

 次に、本筋から逸脱した散漫な文章も大切なチ

ェック対象になります。その気で探せばいくらで

も見つかります。たとえば、「ついでにいえば」

「ちなみに」といったキーワードに続く文章は有

力な削除候補として注目してください。もちろん、

そうした文章にも必要なものはあるので、すべて

を乱暴に削除するのではいけません。 

 また、細かなアドバイスですが、句点（。）、

読点（、）を意識して多目に使うこと。文がよく

区切られ、簡潔な印象が得られます。 

徹底的に贅肉をそぎ落とせ 

「…の…の…の」などの冗漫部分を切りつめる 

本筋から逸脱した文章も削除候補 

 
 

44

 赤坂のＰホテルの16階の見晴らしのいい部屋
が運よくとれたので、そこで打ち合わせを行っ
た。○△水産からは開発室の宮川主査、小谷担
当員、藤本担当員、食品安全課の山本課長、平
井係長、水野係員が出席した。 

 赤坂Ｐホテルにて、○△水産と打ち合わせ。
同社からは開発室の宮川主査ほか３氏、食品安
全課の山本課長ほかが出席した。 

 彼ら一行は、全山燃えるような美しい紅葉に
包まれ、神々

こうごう

しいばかりに聳
そび

える凹凸山の山頂
をめざし、シンシンと静まり返った林の中を
黙々と、ときにハアハア息を切らせながら登っ
ていった。 

 彼ら一行は、凹凸山の山頂をめざし、登って
いった。 

文章から贅肉をそぎ落とす�

　赤坂の�Ｐ�ホテルの�16 階の見晴らしのいい�
部屋が運よくとれたので、そこで打ち合わせ�
を行った。�○△水産からは開発室の宮川主査、�
小谷担当員、藤本担当員、食品安全課の山本�
課長、平井係長、水野係員が出席した。�

次の箇所に「×�印」をつけ、削除するつもりで�
書き直すと、簡潔な内容となる。�

＜本文中の例文＞�
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

高度な表現力・文章力を獲得する法 

 これはあまりいわれていないことですが、唯一

の正解しかない数学問題などと違って、文章作成

ケースにおいては、常に、正解というべき文章が

複数多数存在します。 

 いいかえれば、自分が表現したいこと、伝えた

いことを文章にするときに、ひと通りでなくいろ

いろな書き方ができるということです。そう考え

ると気分がずいぶん楽になりますし、相手に合わ

せた表現もおこなえるようになります。 

 しかし、これができるためには、その背景に、

同じことがら、同じ意味内容のことを別のいい方、

いい回しで表現するセンスや力が必要になります。

ひとことでいえば、「いい換え力」です。 

 この「いい換え力」はとても重要なもので、身

につけるのに比例して、高度かつ多様な表現力、

文章力が育っていきます。 

 たとえば、わかりやすい文を書くためにも、い

い換え力が欠かせません。仮に自分がわかりにく

い文章を書いたことに気づいたときでも、それを

実際にわかりやすい文章に書き改めることができ

なければ、どうしようもないからです。 

 このいい方がダメならあのいい方で、―そ

んなふうに柔軟、かつ自由自在にいい換えるため

のポイントは、次のとおり。○イ同じ意味をもつ別

の言葉を使う。○ロ違う切り口、角度からいい換え

る。○ハ文の接続法（接続のしかた）を変える、○ニ

同じ意味をもつ別の文にいい換える、○ホ語句の順

序を変えていい換える、の５点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例文では、先に解説したポイントのすべてを用

いて、わかりやすい文章にいい換えています。こ

のように、状況に合わせて、求められる文章をつ

くるための「いい換え力」を養いましょう。 

「いい換え力」の高め方 

自分が表現したいことは、いろんな書き方ができる 

いい換えるためのポイントは５つある 
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「いい換え」をするためのポイント�

同じ意味を持つ別の言葉を使う�

違う切り口、角度からいい換える�

文の接続方法を変える�

同じ意味を持つ別の文にいい換える�

語句の順序を変えていい換える�

！�

いい換える�

わかりにくい�
表現�

いい換え５つのポイント�

わかりやすい�
表現�

＜文章例＞ 
 我々は消費者が希求する非物質的労働の改善
について真摯に熟慮していかなければならない
という局面に差し掛かっている。 

↓ 
 消費者はサービスの改善を求めています。私
たちは、こうした意見を素直に受け止めて、業
務を見直していかなければいけません。 
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

多方面に役立つ万能テクニック 

 万能テクニックの最後に、「キーワード法」と

いうセンスのよいノウハウをご紹介します。 

 これは、自分が必要と考えるキーワードを、○イ

設定し、○ロ強制的に使い、○ハあるいは習慣的に使

うことによって、表現力、文章力を多面的に向上

させていこうとするものです。設定するキーワー

ドは複数でもかまいません。 

 たとえば、あなたが、職場ミーティングや会議

で発言する場面を想定しましょう。 

 さてその場であなたが、もしも「内容が抽象的

なので数字をあげてご説明すると…」、そういっ

たとします。そう前置きしておきながら、そのあ

との話にまったく数字が出てこないということは、

およそ考えられません。 

 こう前置きした以上、その言葉に引きずられる

ようにして、あなたは数字をあげようと努めるに

違いありません。 

 この場合、「数字をあげてご説明すると」が、

まさにキーワードです。 

 同様にして、「結論から先にいえば」というキ

ーワードを口に出せば、そうでないケースに比べ、

必ず、結論を先出ししようという意識が自然に生

まれてきます。 

 このように、キーワードを積極活用する「キー

ワード法」は、その動機づけ効果と相まって、表

現力の向上に大変有効です。作文の場合は、なお

さらそうです。文章中の「キーワード」はイヤで

も目に入りますから、それを無視して先に進むこ

とがしづらくなるわけです。 

 参考までに、多面的な表現力、文章力を養うの

に役立つキーワードを、いくつかあげておきまし

ょう。 

 「かいつまんでいえば」、「例をあげれば」、

「具体的にいえば」、「正確にいえば」、「簡潔

にいえば」、「わかりやすくいえば」、「比喩的

にいえば」、「例は一つだけにとどめますが」、

などです。もちろん、このほか、自分流にいろい

ろキーワードを設定してもよいでしょう。 

「キーワード法」を積極活用しよう 

キーワードの働きで表現力が向上する 

キーワードを使って考え、表現するクセをつけよう 
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キーワードを活用するためには�

キーワード活用法�

① キーワードを設定�

② 強制的に使う�

③ 習慣的に使う�

「数字をあげて説明すると」�

「結論から先に言えば」�

「具体的に言うと」�

「例を一つだけあげるとすれば」�

キーワードの例�
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

論文・小論文とは何か 

 前項に密接に関わる点ですが、論文は一方で、

テーマから文章のレベルまで、ブレークダウンさ

れていく、ある程度本格的な“ツリー（樹木）”

型の文形式を備えていなければなりません。 

 このツリー構造で構成されているという点こそ、

論文と呼ばれる文章タイプの、形式面における最

重要の特徴と申せましょう。論文にある程度以上

の大きさや多くの字数が求められるのも、そのた

めです。 

 つまり、論文は他のどんな形式の文よりも、ガ

ッチリとツリー状に構成され、また論理的に展開

される文章です。そして、実はそれこそ、“論”

について必要十分に書くのに最も適した形式なの

です。 

 ためしに、ちょっと小説と比較してみましょう。

小説の場合、論文よりはるかに長大な長篇小説は

いくらでもあります。それにもかかわらず、それ

らの作品には、重層的なツリー構造の形式は設け

られていません。せいぜい章ナンバーや見出しが

立てられるぐらいで、あとはもっぱら文章が続く

というのが普通のパターンです。 

 論文と比べて、しっかりとした“論”の展開を

おこなわないため、ツリー構造も不要なのです。 

 さて、以上、文の形式面と内容面の両側から考

察していくことによって、ようやく「論文」とは

どのような性格、特徴をもった文章タイプである

かが、正しくつかめるところまできました。 

 要約整理すると次のとおりです。 

 第１に、論文はツリー構造状の重層的論理的な

文形式を有するものです。 

 第２に、論文は、ボリューム的にはある程度以

上の分量、長さを要求される、大きなまとまりを

もつ文章です。 

 第３に、内容面では、論文は何よりも“論”を

中心に構成、展開される文章です。したがって、

“論”を欠いた文は「論文」とは呼べません。 

 第４に、私的主観的でなく、より公的客観的な

性格を有する文書であること。 

 以上の４つの条件を満たすものこそ、まさに

「論文」にほかならないのです。 

論文はツリー構造で構成される 

ツリー構造あればこそ、論文は本格的に“論”を表現できる 

「論文」の４つの性格・特徴 
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論文が持つ性格と特徴�

論文がもつ４つの性格・特徴�

ツリー構造状の重層�
的・論理的な文形式�

ある程度以上の大き�
さをもつ文章�

“論”を中心に構成、�
展開される文章�

公的客観的性格を有�
する文章�
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

論文・小論文とは何か 

 続いては、文の形式面にも目を向けましょう。

このとき、論文とそうでない文章とを決定的に分

かつものは、私見によれば、文章の“量”、サイ

ズの大きさです。 

 ある文章がすでにみてきたような条件、つまり

「“論”を含むこと」、そして「公的客観的な性

格を有すること」、を十二分に満たしても、それ

がある程度以上の大きさ、あるいは“字数”を備

えていなければ、「論文」の名に値しないのです。 

 例をあげてご説明します。地球温暖化防止技術

の開発に関わっている、あるメーカーの技術スタ

ッフが、こんな文章を書きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題意識にあふれ、起承転結に沿って“論”も

しっかり組み立てられた、とてもよい文章です。

公的客観的な姿勢にも問題がありません。 

 しかし、これではまだ「論文」とは呼べません。

字数が少なすぎるからです。字数や原稿用紙の枚

数は、文章の内容ではなく形式に関係する条件で

すが、これをつまらない形式的問題と軽視しては

いけません。 

 なぜなら、文章のサイズ、ボリュームという形

式的条件が、回り回って内容に深く関係していく

からです。いい換えれば、「論文」の場合、テー

マについて上記例文などよりもはるかに多くの字

数を費やし、論を幅広く展開し、深く掘り下げる

ことが求められるのです。 

論文にはある程度の分量が必要 

“論”があってもそのサイズが小さければ論文にはならない 

“論”の幅広い展開、深い掘り下げがあってようやく論文になる 
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論文に必要なサイズ�

書ききれないよ…�

論文としての十分な�
サイズがある�

論�

全文章�

サイズが小さすぎて�
論文にならない�

論�
全文章�

「今、温暖化防止のために懸念されること」－ 
 地球温暖化問題は、地球上に住む人類にとっ
て共通の重大課題であり、そのことは、日本に
住む人たち、そしてわれわれ企業人にとっても
例外ではない。 
 そんな問題意識に照らしてみるなら、世界最
大の超大国、資源消費国であるアメリカが、地
球温暖化防止に関する京都議定書を、今なお批
准していないのは、きわめて遺憾である。地球

環境の危機を克服し、持続可能な社会を実現す
るためにも、国家や企業のエゴを超えて、われ
われは共同歩調をとらなければならない。アメ
リカの京都議定書批准を、強く望むものであ
る。 

（テーマタイトル18字、本文237字） 
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学�習�の�ポ�イ�ン�ト�

わかりやすく知的な 

文章のつくり方 100 

内容の構想から文章化まで 

 以上これまで学んだことを統合、手順化し、フ

ローチャートにすることによって、「小論文作成

システム」ができあがります。ここまでくれば、

準備態勢は万全です。 

 「小論文作成システム」は大変有効なシステム

で、また学術論文、研究論文、受験用論文、レポ

ート型論文、昇格試験論文などあらゆる種類の論

文作成にそのまま適用できます。 

 フローチャートについては、下の図をご覧くだ

さい。この便利なソフトウェアのエッセンスは、

第１に、①外部情報、②脳内情報、知識などの内

部情報、③自分の考え方や問題意識、④コンセプ

ト・メーキングの統合をはかるところにあります。 

 第２は、ツリー構造、また論題、論点の見出し

的な抽象的表現などの枠組＝〈形式〉と、その中

につぎこまれるべき中身＝〈内容〉とを突き合わ

せ、相互に確認しながら適したバランスをつくる

こと。 

 第３に、形式と内容のアンバランス、しっくり

こないところを両サイドから修正、変更し、微調

整を加えて、最終的に両者の最適な調和点を見つ

け出すことです。 

 このようにして、小論文作成のプランに目鼻が

つき、形式に見合って小論文の内容が用意され、

肉づけされていくことになります。 

 「論点」を定めるのも、「論順」「論旨」を定

めるのも、基本的にはこれと同じ要領です。形式

側と内容側の両方から、いわば“はさみ撃ち”す

るようにして、最適な調和点をつかめばよいわけ

です。 

 前出のＴさんのケースですが、彼は最初、「論

題」を「海外投資のあり方」としていました。し

かし、これだとどうも抽象的であとの展開がしに

くく、一方で、Ｔさんの問題意識、関心領域に比

べ範囲が狭すぎると感じました。 

 結局、何日も悩み続け、いくつも代替案を出し

た上で、「海外直接投資、進出動機の考察」に変

えました。これにより、あとはウソのようにスム

ーズに運び、論文執筆に着手することができたそ

うです。 

「小論文作成システム」のフローチャート 

このフローチャートがあれば準備態勢は万全 

“はさみ撃ち”法で、形式と内容の最適な調和点を発見せよ 
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「小論文作成システム」のフローチャート�

ツリー構造�

論点�

論題� 節� 文章�項� 論�
順�

論�
旨�

外部情報� 内部情報�

問題意識ほか� コンセプト�

形式�

内容�
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 “情報”が、小論文の企画から始まるプロセス

において、大きな役割を果たしていることをみて

きました。ひとことでいえば、情報は小論文をつ

くりあげていくために欠かせない素材であり、同

時に小論文の内容を肉づけ、充実させていくもの

ということができます。 

 ただし、論題（テーマ）の設定にせよ、論点を

固めていくステップにせよ、それが情報だけの働

きによると考えるのは誤りです。つまり、情報収

集しさえすれば、よい小論文が生まれるというわ

けではありません。 

 本当によい小論文をつくりあげるには、情報の

収集、活用以外に３つの条件を加え、それらを統

合する必要があります。 

 その第１は、外部情報に対置される自分の中に

ある脳内情報や、蓄積された知識、記憶を大いに

活用すること。 

 その第２は、自分の中からたえずわき出てくる

考え、思いや問題意識をフルに働かせること。 

 そして第３に、今までふれてきませんでしたが、

小論文の“コンセプト”を固めることです。これ

もきわめて重要な条件です。 

 “コンセプト”は、しいて日本語に訳せば、

「趣旨・意図・狙い」に近い意味合いですが、近

年はそのまま“コンセプト”と普通に表現され、

通用しています。 

 たとえば企画活動や新製品開発などの場合は、

コンセプトを固めることが、常に急所の一つにな

ります。その点、小論文の作成プロセスで、コン

セプト・メーキングを特に意識することは、普通

はありません。それはひそかに頭の中で遂行され

ている作業です。 

 しかし、私見によれば、本当によい小論文を作

成するにも、新製品開発と同様、コンセプト・メ

ーキングを実践、習慣化することが不可欠なので

す。 

 なぜなら、実は、コンセプト・メーキングは、

「Ｗｈｙ」「Ｗｈａｔ」「Ｈｏｗ」の３つの問い

に深くつながり、それに形や内容を与え、答えて

いこうとするものだからです。 

小論文のプランニングに不可欠な４条件 

外部情報と内部情報のドッキングをはかる 

小論文のねらい＝“コンセプト”をはっきりさせよう 
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小論文のプランニングに不可欠な４条件�

外部からの情報以外にも、�
②③④の３つの条件が必要�

論文�
小論文�

外部情報� 脳内情報など�

コンセプト・�
メーキング�
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小論文の実践文章術Ⅱ 

 さて、小論文の執筆を開始するのとほとんど同

時に、書き手は最初の関門に直面します。文章の

書き出しがそれです。 

 一体どんな言葉、文章から入っていけばよいの

か。すでに述べてきたとおり、文章には、数学問

題のような唯一の正解などありません。極端にい

えば無数の書き出し方があるのです。そのため、

なかなか、最初の一歩を踏み出せない。「ああで

もない、こうでもない」といろいろ迷いが生じ、

いつまでも書き出せないというケースが存外多い

のです。 

 この書き出しアレルギーを克服し、楽な気持ち

で書き始めるためにはどうすればよいのでしょう

か。メンタルな面も含めてアドバイスをさしあげ

ます。 

 まずは名文を書こうなどと変な思い入れをせず、

自分がふだん書き慣れている、普通の、自然な文

章を書くことを心がけましょう。日頃使わないよ

うなよそゆきの言葉、大げさないい回しも不要で

す。 

 次に、論題（＝テーマ）からあまりかけ離れた

話題から始めるのも不適当です。そんな入り方を

すると、なかなか本題に進めず、書き進めるのが

苦痛になってきます。へたをすると、自分で何を

書いているのかわからなくなったりします。むろ

んそんな文章は読み手からも歓迎されるはずがあ

りません。 

 そこで、大変実践的なアドバイスをすれば、論

題そのもの、あるいはその中のキーワードを、い

きなり、書き出しの文章の中に挿入することです。

これなら余計なことを考える必要もないし、文章

があさっての方向に脱線していくおそれもありま

せん。 

 これに関連して、内容には深入りせず、あっさ

りふれるにとどめることです。最初から頭でっか

ちの文章にすると、サッと切り上げることができ

なくなって、苦しくなります。そんなわけで、導

入部分は、ボリューム、字数ともコンパクトにお

さめるようにしたいものです。 

文章を書き出すためのチェックポイント 

書き出しは力
りき

まず、平易な文章で 

論題そのもの、またはキーワードをすぐ使えばラクに書ける 
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単刀直入にポイントを出す�

単刀直入に論題、キー�
ワードをすぐ持ち出す　�

例：論題が「 の可能性と問題点」の場合�

このように論題やキーワ�
ードから書き出していく�

回りくどい入り方をする�

　小論では、“ の可能性と問題点”と題し、私見を述べて
みたい。 がにわかに注目されるきっかけとなったのは、
ゴールドマン・サックスの投資家向けのレポートにおいてであ
った。�
　 とは…�
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 続いては、文章を「ふくらませる技術」です。

結論から先にいえば、文章は、私たちの想像を超

えた多様な表現力を秘めています。したがって、

ぽつんと孤立した１つの文章をもとに、それをふ

くらませる方法もたくさんあります。 

 いくつかあげていきましょう。 

 第１は、「たとえば」という接着力のある“つ

なぎ言葉”を使い、具体例を出していく方法です。

文章に具体性が生まれるため、論文自体の説得力

も増強されます。 

 第２は、「論理」づけの方法。文章に論理をク

ロスオーバーさせることによって、文章は論理性

を増す方向へふくらんでいきます。文章の中で根

拠付けが弱いと思う部分などを、論理的に支えら

れるような文で補強します。 

 第３に、展開される内容について自分の考えを

加えてふくらませていくのもよい方法です。 

 以上の３つが、論文タイプの文章をふくらませ

るベスト・スリーの方法であり、正攻法です。 

 そのほか、もとの文章中の語句に注目する、連

想やイマジネーションを働かせる、分析するなど

によっても、文章をふくらませていくことができ

ます。 

 ご参考までに一例だけあげておきます。 

 

 

 

 

 ここに具体例をつけ加えるという方法を適用す

ると、次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 ずいぶん内容がふくらんだだけでなく、内容の

質が高くなったことがおわかりいただけるでしょ

う。 

文章をふくらませる技術 

文章をふくらませる方法はたくさんある 

「具体性」「論理づけ」「自分の考え」がベスト３ 
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〈例題〉 
 グローバリゼーションは今や、世界中のそれ
こそ名も知らぬ土地さえ巻きこむ勢いで進行し
ている。（既出） 

 たとえば、九州地方の小都市の特産品にフラ
ンスのバイヤーが目をつけ、大量に買いつけ
た。それをきっかけに、その特産品が一挙に世
界ブランドになるといったことが起こる。こと
ほどさように、グローバリゼーションは今や、
世界中の…（以下略） 

文章をふくらませる方法のベストスリー�

具体例を出して内容を�
豊かにする�

論理づけて論理性を増�
す方向へふくらませる�

自分の考えをつけ加え�
てふくらませる�

たとえば、�「今年は厳冬」�
という話題に対して、�「２�
月なのに雪が降った」と�
いう具体例を出す。�

論理性は、話の脈絡を�
想起させるものであり、�
文章以前のことまでふく�
らませてイメージできる。�

なぜなら、一般論を並べ
るだけでは、読み手はあ
まり関心をもってくれな
いから。�
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読ませる工夫と書くマナー 

 テーマ・タイトル以外にも、読ませる工夫をす

べきところは、たくさんあります。文書前半で述

べてきたことのおさらいもかねて、みていくこと

にしましょう。 

 まず、すぐやれるのは、むずかしい漢字を使い

すぎないようにすること。また、“蓋
けだ

し”、

“生憎
あいにく

”、“不図
ふ と

”のような副詞は平がなにす

ることです。こういった対応で、内容的には同一

の小論文がずいぶんとっつきやすくなります。 

 次に、論順、論旨の運び方ですが、特に結論に

最大の関心を向けさせたいケースでは、「結論先

出し型」でまとめることをおすすめします。 

 また、数字やデータが多く出てくるケースでは、

ぜひ図表化すべきです。数字、データをずらずら

並べた文章はとても読みにくいものですが、図表

化すると信じられないほどスッキリします。数字、

データが表わす意味内容も、一挙に把握できるよ

うになります。 

 この応用問題として、プレゼンテーションなど

の場面では、ＯＨＰやパワーポイントによるスラ

イドショーも活用すれば、さらに一段とわかりや

すくなります。 

 文章も単調ないい回しではなく、適宜変化をつ

けること。例の“いい換え力”が役立つ場面です。 

 たとえば、「…が必要である」、「…する必要

がある」「…が求められる」、「…が不可欠だ」、

「…が欠かせない」、はほとんど同じ意味合いの

文章として、交互に代替できます。 

 これを「Ａが必要である。Ｂも必要である。Ｃ

も必要である」のように一本調子に表現するのは、

単調だし、堅い感じもします。 

 もう一つ小さなアドバイスですが、“体言”で

終える「体言止め」の表現法も使えるようにして

おきましょう。「○○山頂を征服したのである」

「○○山頂を征服した」などの代わりに「○○山

頂を征服」で止めるのが「体言止め」です。緩慢

な文章にテンポを与えるためにも利用できます。

これも小論文を読みやすくする工夫の一つです。 

こんなところにも気をくばる 

工夫すべき点はたくさんある 

キメ細かく手を打つ 
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気を配るべき箇所�

無理に漢字を使わない�

結論先出し型にする�

図表化でわかりやすく�

いい換え力を発揮�

体言止めを習得する�

気を配るポイント�

一応は書けたけど�
これでいいのなかぁ…�

ずいぶんと�
読みやすくなったぞ！�
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 小論文は、その性格上、誰かに読まれることを

当然想定したうえで書かれています。もちろん、

誰が読むのか、審査したり評価したりするのか、

あらかじめ告げられないケースのほうが多いと思

います。 

 しかし、ともかく誰かに読まれるのだとしたら、

そのかけがえのない読者に読まれやすくするよう、

配慮したいものです。そのためにはどんなことに

気をつければよいのでしょうか。 

 真っ先に注意したいのは、小論文のテーマ・タ

イトルです。テーマ・タイトルは、映画の題名や

書名と同様の意味合いで、読み手にとても強いフ

ァースト・インプレッションを与えるものです。

ですから、この点に鈍感であってはなりません。 

 ところで、テーマ（論題）、論点のいずれも、

形式と内容との二重性を備えています。単なる

“見出し”“タイトル”みたいなものを考えると、

これは内容とは別ものの“形式”ということにな

ります。逆に、見出しは、言葉のサイズはいかに

小さくても、それは意味内容を示すコンテンツだ

ということもできます。 

 どちらの考えも間違いではありません。つまり

論題（テーマ）には、見出し性と内容性の二面が

溶け合っていると見ることができるでしょう。 

 それだけに、テーマ・タイトルにはかなりこだ

わって、印象に残るもの、頭に入りやすいものを

選んでください。 

 逆に、最悪なのは「○○について」、「××

の件」といった形式のタイトルです。工夫がない

し、あまりにも漠然としていて、見た目にも魅力

がありません。またこのタイトルを見ても、どん

な内容のテーマなのかさっぱりわかりません。 

 この種の見出しのつけ方をやめ、もっと内容が

推察できるような見出しにするだけでも、ずいぶ

ん小論文の印象が違ってくるはずです。 

 たとえば、前項であげた例文にタイトルをつけ

るなら、「主力農機が抱える問題について」とす

るのではなく、「市場の飽和と縮小均衡による主

力農機の低迷」や「衰退する主力農機を蘇らせる

方策」といったようにするとよいでしょう。

テーマ、タイトルのつけかたにひと工夫を 

誰かに読まれることを想定して書く 

タイトルのつけ方 
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良いタイトルと悪いタイトル�

印象に残るもの�

安直なタイトル�

良いタイトル� 悪いタイトル�

頭に入りやすいもの�

内容を推察できるもの�

「○○について」�

「××�の件」�
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